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主論文 

Retained placental tissue: role of MRI findings in diagnosis and clinical assessment  

 

遺残胎盤組織：診断と臨床的取り扱いにおける MRI 所見の役割 

 

 

Takahama J, Kitano S, Marugami N, Uehara T, Takahashi A, Takewa 

M, Itoh T, Kichikawa K. 

Abdominal Imaging 第 36 巻 第 1 号 110-114 頁 

2011 年 2 月発行 



論文審査の要旨 

近年帝王切開術の増加に伴い、癒着胎盤、前置胎盤や癒着前置胎盤などが増

えてきている。これらの疾患は産科危機的大量出血をきたすことがあり、慎重

な産科管理が要求されている。癒着胎盤があると分娩時に胎盤組織が自然脱落

せず子宮腔内に残存する場合がある。無理な剝離は大出血を来し得るため、MRI

による評価を行うことが多い。ある程度時間的余裕があれば抗がん剤投与にて

絨毛組織を壊死させることもあるが、出血が多く緊急を要する場合は経皮的子

宮動脈塞栓術（UAE; Uterine arterial embolization）を施行することもある。

その結果、自然脱落を起こす場合もあれば、時期を見て経腟的切除術が選択さ

れることも多いが、どのような症例が経過観察すべきか、あるいは何らかの介

入をすべきかは現時点では統一された見解はない。 

 そこで、申請者は遺残胎盤組織に対して MRIが施行された 11例について、

MRI 所見を後方視的に詳細に検討し、遺残胎盤組織の大きさ、T1 強調像、T2 強

調像での信号、ダイナミック造影後の濃染パターン、濃染の程度、筋層との付

着部の範囲、付着部の筋層の厚みを検討し、臨床経過および治療内容と比較し

た。その結果、子宮腔内の遺残胎盤の状態を把握する指標を提案した。その中

で最も有用な指標は、胎盤付着部の範囲が子宮内腔の半周以下であった場合は、

治療的介入をしなくても経過観察することにより自然脱落する可能性が高いこ

とを見出した点である。 

本研究の成果は遺残胎盤のMRI画像所見から治療法の選択ができること示し

たことであり、有意義な臨床研究と評価された。参考論文とともに学位に値す

るものと考える。 
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに周産期並びに放射線

医学の進歩に寄与するところが大きいと認める。 
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